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本

部

本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

12
月
１
日
～
15
日
野
辺
地
部
内
と
し
て
、
北
城
眞
分

須
藤
美
智
子

保
安
室
ひ
の
き
し
ん
（
消
防
掛
）

11
月
１
日
よ
り
木
造
分
教
会
の
、
神
秀
吉
さ
ん
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト｢

縁
む
す｣

（
10
月
10
日
現
在
）

活
動
報
告
、
登
録
者
男
性
五
百
九
十
人
、
女
性
百
十
三
人
で
す
。
尚
年
齢

は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
居
ら
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
下
さ

い
。

大

教

会

立
教
一
八
六
年
の
心
定
め

来
年
は
大
教
会
の
創
立
記
念
祭
、
教
祖
百
四
十
年
祭
年
祭
活
動
一
年
目
に

な
り
ま
す
。
役
員
と
相
談
し
て
来
月
22
日
ま
で
に
大
教
会
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

本
部｢

諭
逹｣

巡
教

巡
教
日

１
月
22
日
（
日
）

巡
教
員

今
村
英
一
先
生

受
講
対
象
者

教
会
長
、
直
属
教
会
役
員
、
そ
の
他
（
教
会
長
配
偶
者
、

教
会
長
後
継
者
、
前
会
長
、
布
教
所
長
）

部
内
教
会
一
斉
巡
教

本
部
巡
教
後
の
１
月
23
日
午
前
中
に
、
巡
教
員
の
説
明
会
を
致
し
ま
す
。

鏡
餅
つ
き

12
月
24
日
準
備
、
25
日
餅
つ
き
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
ひ
の
き
し
ん
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

教
会
二
部
、
布
教
所
一
部
配
布
し
ま
す
。

十
二
月
月
次
祭
神
殿
講
話

役
員

石
原

旬
一

新
横
須
賀
分
教
会
長

廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
（
第
一
三
九
回
）

実
施
日

10
月
25
日

城
山
大
教
会
活
動
方
針

日
々
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、

ご
恩
報
じ
に
つ
と
め
よ
う

一
、
お
つ
と
め
に
心
を
込
め
よ
う

一
、
家
族
で
日
参
を
実
行
し
よ
う

一
、
自
分
に
で
き
る
お
た
す
け
を
し
よ
う

一
、
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
よ
う
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参
加
者

男
子

11
名

女
子

４
名

計

15
名

毎
月
25
日
に
廻
廊
拭
き
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
す
。

祭

事

部

月
次
祭
の
お
つ
と
め
奉
仕

お
つ
と
め
奉
仕
役
割
は
、
一
ヶ
月
前
に
月
報
を
も
っ
て
発
表
し
て
お
り
ま

す
が
、
連
絡
な
く
欠
席
を
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
止
む
な
く
奉
仕
出
来

な
い
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
大
教
会
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。
又
、
地
方
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
、
三
代
真
柱
様
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
る
よ
う
十
分
練
習
を
し

て
下
さ
い
。

教

務

部

神
殿
増
築
願

大
教
会
で
は
８
月
26
日
お
運
び
、
同
日
承
認
、
10
月
４
日
増
築
完
了
し
、

10
月
20
日
登
記
を
完
了
し
ま
し
た
。

基
本
財
産
一
部
処
分
承
認
願

宮
古
分
教
会
で
は
８
月
22
日
付
に
て
申
請
し
、
９
月
25
日
承
認
、
10
月
31

日
取
壊
し
、
11
月
18
日
登
記
を
完
了
し
ま
し
た
。

教
会
規
則
変
更
承
認
願

浪
岡
分
教
会
で
は
９
月
22
日
付
に
て
申
請
し
、
10
月
20
日
承
認
、
11
月
18

日
県
知
事
の
認
証
を
得
ま
し
た
。

布

教

部

一
月
帰
参
車
両

立
教
一
八
六
年
１
月
22
日
（
日
）
大
教
会
春
季
大
祭
、
諭
達
本
部
巡
教
に

合
わ
せ
て
、
帰
参
車
両
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
教
会
往
復
、
お
ぢ
ば
往
復
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
各
一
台
ず
つ
配
車
予
定

で
す
の
で
、
帰
参
さ
れ
ま
す
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
教
会
往
復

１
月
20
日
（
金
）
夕
方
出
発
～
24
日
（
火
）
午
前
到
着

車
両
御
供

一
万
五
千
円

お
ぢ
ば
往
復

１
月
20
日
（
金
）
夕
方
出
発
～
27
日
（
金
）
午
前
到
着

車
両
御
供

二
万
円

詳
細
は
田
面
木
・
森
内
（
車
両
責
任
者
）
、
又
は
布
教
部
員
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

城
山
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
張
所

2
0
2
2

年

11
月
報
告

荒
関
美
智
子

11
月
出
張
所
月
次
祭
を
家
族
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
11
月
10
日
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
主
催
の
異
文
化
間
交
流
行

事
（
多
く
の
宗
教
団
体
、
信
仰
共
同
体
が
参
加
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
こ
れ
に
城
山
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
張
所
も
招
待
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
催
し

の
テ
ー
マ
は
「
支
援
手
段
の
発
見
と
提
案
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
講
演
者

は
「
資
源
の
家―

明
日
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表
の
ペ
ー
タ
ー
・
ヒ
ル
ケ

ス
氏
で
、
そ
こ
で
具
体
的
な
こ
と
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
宗
教
団
体

が
一
定
の
前
提
の
下
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
対
し
て
提
案
可
能
な
支
援
資
金
は
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
講
演
の
参
加
者
の
中
に
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
仏
教
僧
侶
会
」
の
メ
ン
バ
ー

の
方
々
も
お
ら
れ
、
彼
ら
は
天
理
教
と
長
く
交
流
が
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
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ウ
ベ
氏
（
註
：
氏
は
お
ふ
で
さ
き
、
天
理
教
教
典
、
教
祖
伝
の
翻
訳
に
携
わ
っ

た
）
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
団
体
と
は

今
後
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
天
理
教
と
の
よ
り
強
い
交
流
を
図
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
の
こ
の
行
事
の
次
の
公
式
な
開
催
は
、

来
年
初
頭
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
城
山
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
出
張
所
も
こ
れ
に
招

待
を
受
け
て
い
ま
す
。

詰

所

帰
参
申
し
込
み
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
帰
参
さ
れ
、
詰
所
を
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し
込
み
下

さ
い
。

婦

人

会

Y
o
u
T
u
b
e

配
信

聞
く
ほ
ど
に
優
し
く
な
る
話

毎
月
１
日
15
日
配
信
中
。

各
委
員
部
で
、
工
夫
し
て
よ
り
多
く
の
方
の
も
と
に
届
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

天
理
教
婦
人
会
第
一
〇
五
回
総
会

日

時

立
教
一
八
六
年
４
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

場

所

本
部
中
庭
・
神
苑

青

年

会

お
や
さ
と
ふ
し
ん
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊
報
告

田
中
元
直(

五
所
川
原)

、
小
田
真
二(

八
戸)

、
神
英
茂(

木
造)

、
櫻
田
陽

一(

油
川)

、
蒔
田
み
こ
と(

金
木)

、
相
内
純
一(

東
通)

以
上
六
名
、
入
隊
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
声
掛
け
、
差
し
入
れ
等
た
く
さ
ん
の
お
心
寄
せ
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ニ

ュ

ー

ス

を
び
や
許
し

11
月
13
日

田
中

明
子
（
五
所
川
原
）
38
歳

け
い
じ
ば
ん

十
二
月
大
教
会
神
殿
奉
仕

11
月
27
日

～

12
月
１
日

津
軽
新
城

12
月
１
日

～

６
日

國
鶴

12
月
６
日

～

11
日

眞
禮

12
月
11
日

～

16
日

き
や
ま
講

12
月
16
日

～

21
日

外
ヶ
濱

12
月
21
日

～

24
日

大
教
会
役
員
、
北
勇
（
布
）

12
月
25
日

～

26
日

き
や
ま
講

12
月
27
日

～

１
月
１
日

禮
陽

大
教
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

教
務
部

修
養
科
始
業
講
習

石
原

旬
一
（
１
月
４
日
）
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修
養
科
修
了
講
習

宮
澤

民
枝

教
養
掛

工
藤

寿
美

（
11
月
24
日

～

12
月
28
日
）

小
田

真
一
郎
（
12
月
24
日

～

１
月
28
日
）

婦
人
会
当
番

十
二
月
教
祖
お
み
や
げ
、
女
鳴
物
、
厨
房
、
洗
濯
当
番
、
詰
所
ひ
の
き
し
ん

出
精
、
田
面
木
、
三
八
城

各
委
員
部

十
二
月
委
員
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

田
中

美

子
、
小
田

美
枝
子

十
二
月
月
次
祭
祭
典
雅
楽

一
、
調

子

太
食
調

一
、
曲

目

長
慶
子

合
歡
塩

傾
盃
樂
急

仙
遊
霞

拔
頭

詰
所
ま
な
び
月
次
祭

日

時

12
月
11
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら

城
山
大
教
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
の
お
願
い

大
教
会
で
は
、
大
祭
・
月
次
祭
の
祭
典
お
つ
と
め
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
利

用
し
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
諸
事
情
に
よ
り
参
拝
出
来
な
い

方
の
た
め
に
、
リ
モ
ー
ト
で
も
参
拝
し
て
貰
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
す
。

た
だ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
視
聴
す
る
に
は
、
面
倒
な
手

順
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と
簡
単
な
方
法
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
が
１
０
０
名
必
要
で
す
。
（
現
在
３

０
名
程
で
す
）

ど
う
か
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
城
山
大
教
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。
大
教
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
入
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。


